
数値

６人

令和８年度の目標設定（計画書P１０２～１１４）

基本目標１　福祉施設の入所者の地域生活への移行

①施設入所者の地域生活への移行

区分

地域生活移行者数

②施設入所者数

施設入所者の削減数については、県では数値目標を設定しないこととしており、
本市では削減しないこととします。

次年度以降の展望等

令和６年度の進捗・課題
等

令和6年度は入所施設からグループホームへの１件の地域移行実績あり。関係機関等と連携し、個別ケースごとに柔
軟に対応していき、地域生活移行を目指した支援を継続して行っていく必要がある。

次年度以降の展望等
引き続き、個別のケースごとに適切な支援を行うとともに、地域生活移行に関する支援について、国・県の動向を
注視し、先進事例等について調査していく。

令和７年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等

令和８年度の進捗・課題
等

第７期障害福祉計画等進行管理シート（基本目標）R６～R８
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目標 実績 目標 実績 目標 実績

① ２回 6回 2回 2回

② １６人 ５８人 16人 16人

③ ２回 2回 2回 2回

④ 1人 0人 1人 1人

⑤ 9人 3人 9人 10人

⑥ 54人 72人 54人 54人

⑦ 3人 3人 3人 3人

⑧ ２９人 48人 ３２人 36人

基本目標２　精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築

令和８年度

保健、医療及び福祉関係者による協議の場の
開催回数

保健、医療及び福祉関係者による協議の場へ
の関係者の参加者数

保健、医療及び福祉関係者による協議の場に
おける目標設定及び評価の実施回数

精神障害者の地域移行支援の利用者数

精神障害者の地域定着支援の利用者数

精神障害者の共同生活援助の利用者数

精神障害者の自立生活援助の利用者数

精神障害者の自立訓練（生活訓練）の利用者
数

区分

令和６年度 令和７年度

令和６年度の進捗・課題
等

障害者自立支援協議会専門部会「精神包括ケア部会」にてシステムの構築についての協議及び市の現状等について
情報共有を行った。長期入院患者の退院促進については、1人の退院支援を開始し、適宜検討会議を実施した。支援
を通して把握した課題等から、今後の進め方の検討を行うことが必要である。

次年度以降の展望等
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域課題の抽出と対策の検討を行い、長期入院患者
の地域生活への移行を進めていく。

令和７年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等

令和８年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等
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地域生活支援拠点等登録事業所は１３箇所に増え、５つの機能すべてを補完している。今年度から登録事業所連絡
会を開催。活発な意見交換と地域生活支援拠点としての機能を向上させるための仕組みづくりについては、相談支
援体制の充実が必要。

次年度以降の展望等
近隣４市で協力体制を敷き、緊急時の受入れや地域の専門的人材の育成に向けて研修を組む等を進めていく。ま
た、専門部会での事業の評価、登録事業所連絡会等も継続的に実施していく。

令和７年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等

令和８年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等

基本目標３　地域生活支援の充実

　地域生活支援拠点等の確保については、令和４年度から面的整備により、必要な５つの機能のう
ち、相談、体験の機会・場、専門的人材の確保・養成、地域の体制づくりの４つを整備しています。地
域生活支援拠点等の機能の充実を図るため、コーディネーター及び地域生活支援拠点等の機能を
担う障害福祉サービス等の担当者を配置するとともに、運用状況の検証及び検討を年１回実施しま
す。また、強度行動障害や高次脳機能障害（若年性認知症）を有する人への支援ニーズを把握し、支
援体制の整備に向けた検討を進めていきます。

令和６年度の進捗・課題
等
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数値 R6実績 R7実績 R8実績

20人 37人

数値 R6実績 R7実績 R8実績

２６人 54人

数値 R6実績 R7実績 R8実績

16人 34人

4人 2人

1人 1人

数値 R6実績 R7実績 R8実績

３か所 3か所

数値 R6実績 R7実績 R8実績

３か所 1か所

⑦就労移行支援事業所の実績の確保・向上【新規】

②令和８年度中の就労定着支援事業利用者
数

区分

③令和８年度中に就労移行支援事業を通じ
て一般就労へ移行する者

④令和８年度中に就労継続支援Ａ型事業を通
じて一般就労へ移行する者

⑤令和８年度中に就労継続支援Ｂ型事業を通
じて一般就労へ移行する者

基本目標4　福祉施設から一般就労への移行等

次年度以降の展望等

令和８年度の進捗・課題
等

①福祉施設から一般就労への移行

②就労定着支援事業の利用者数

③就労移行支援事業の利用者の一般就労への移行
④就労継続支援Ａ型の利用者の一般就労への移行
⑤就労継続支援Ｂ型の利用者の一般就労への移行

次年度以降の展望等

⑥就労定着支援事業所の就労定着率

令和６年度の進捗・課題
等

障害者就労支援センター等を活用し、就労に関する支援を行った。今後、市内事業所とも連携し、一般就労への移行
について、継続した支援を行っていく。

次年度以降の展望等 障害者就労支援センター及び事業所と連携し、ケースごとに柔軟な就労支援を実施し、適切な支援を行う。

令和７年度の進捗・課題
等

区分

⑦令和８年度において就労移行支援事業利
用修了者に占める一般就労へ移行した者の
割合が５割以上の事業所数

区分

⑥令和８年度において就労定着率が7割以上
の就労定着支援事業所数

①令和８年度中に福祉施設から一般就労へ
移行する者

区分

区分
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目標 実績 目標 実績 目標 実績

2回 ２回 2回 2回

8人 ９人 8人 8人

1回 １回 1回 1回

区分

令和６年度 令和７年度 令和８年度

医療的ケア児の関係機関等が連携を図るため
の協議の実施

コーディネーターの配置人数

医療的ケア児コーディネーターとの協議の実
施

令和６年度の進捗・課題
等

自立支援協議会専門部会（こども部会）の中で連携についての協議を行った。また医療的ケア児等コーディネーター
の連絡会を実施し、コーディネーター間の情報共有、今後の活動について考える場とした。連携体制の確立やコー
ディネーターの活用について検討する必要がある。

次年度以降の展望等
自立支援協議会専門部会（こども部会）で継続的に協議する仕組みを保っていく。定期的なコーディネ―ターの連絡
会の実施とスキルアップのための取り組みを検討していく。

令和７年度の進捗・課題
等

1か所
（達成済）

基本目標5　障害児支援の提供体制の整備等

①児童発達支援センターの設置及び保育所等訪問支援の充実

区分 数値等

令和８年度末までの児童発達支援センターの
設置

設置
（設置済）

令和８年度末までの保育所等訪問支援の利
用体制の構築

検討

②重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事業所の確保

区分 数値

令和８年度末までの児童発達支援事業所の
設置数

③医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置及びコーディネーターの配置

令和８年度末までの放課後等デイサービス事
業所の設置数

1か所
（達成済）

次年度以降の展望等

令和８年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等
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目標 実績 目標 実績 目標 実績

25人 18人 25人 25人

3人 4人 3人 3人

4人 2人 4人 4人

区分

集団のペアレントトレーニングの需要に応えるため、回数を増やすためのスケジュール等の調整や実施方法の検討
をしていきたい。

令和７年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等

基本目標６　発達障害者等に対する支援

令和６年度 令和７年度 令和８年度

ペアレントトレーニングやペアレントプログラム
等の支援プログラム等の受講者数
【保護者】

ペアレントトレーニングやペアレントプログラム
等の支援プログラム等の実施者数
【支援者】

ペアレントメンターの人数

令和８年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等

令和６年度の進捗・課題
等

家庭児童相談室においてペアレントトレーニングを実施し、集団6人、個別12人の受講があった。
家庭児童相談員2人がペアレントトレーニング支援者の研修を受講した。
集団のペアレントトレーニングでは希望を超える申し込みがあり、受講できない方がいた。

次年度以降の展望等
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目標 実績 目標 実績 目標 実績

設置 未設置 設置 設置

検討 ０件 検討 検討

６件 ７回 ６件 ６件

６回 ７回 ６回 ６回

３回 ３回 ３回 ３回

１２事業者 １２事業所 12事業者 12事業者

４か所 ４か所 ４か所 ４か所

７回 ７回 ７回 ７回

事例検討の参加事業者（機関）数

協議会の専門部会の設置数

専門部会の実施回数（頻度）

区分

令和６年度 令和７年度 令和８年度

基幹相談支援センターの設置

相談支援事業者に対する訪問等による専門的
な指導・助言件数

相談支援事業者の人材育成の支援件数

相談機関との連携強化の取組の実施回数

事例検討の実施回数（頻度）

次年度以降の展望等

令和８年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等

令和６年度の進捗・課題
等

基幹相談支援センターの設置に向けて公募型プロポーザルを実施したが、優先交渉権者との協議の結果、辞退され
たため未設置。次年度の設置に向けて、県のアドバイザー派遣事業を活用し、協議を重ねている。特定相談支援事業
所等連絡会を開催し、今後も、相談資質向上のためGSVや事例検討等を行っていく。

次年度以降の展望等

県の協力を得ながら、基幹相談支援センターの設置に向けて公募型プロポーザルを実施する。引き続き、特定相談
支援事業所等連絡会を開催し、各相談支援事業所と連携を図るとともに、効率的な連携方法や人材育成等につい
て検討を行う。

令和７年度の進捗・課題
等

基本目標７　相談支援体制の充実・強化のための取組
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目標 実績 目標 実績 目標 実績

４人 ３人 ４人 ４人

実施 実施 実施 実施

１００件 110件 １０0件 １０0件

令和８年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等

令和６年度の進捗・課題
等

業務担当職員は全員研修に参加した。引き続き、関係する研修に参加し、知識の向上に努める。
審査支払システムに関しては、内容が毎年度変更されることから、情報収集に努めるとともに、事業所との情報共
有を図っていく必要がある。

次年度以降の展望等
国や県などの研修の際は積極的に参加し、担当職員の知識向上を図り、適正支給に努めるとともに、報酬改定など
の情報収集と情報提供により、市内事業所を支援し、サービス提供体制の向上を図る。

基本目標８　障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築

都道府県が実施する障害福祉サービス等に係
る研修その他の研修への市職員の参加人数

障害者自立支援審査支払等システム等を活用
し、事業所や関係自治体等と共有する体制の
有無及び実施回数

国・県等からの研修などに関する情報を事業
所に提供した件数

区分

令和６年度 令和７年度 令和８年度

令和７年度の進捗・課題
等

次年度以降の展望等
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＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

月間実利用者数
（見込）

138 142 146

月間実利用者数
（実績）

142

月間延利用時間
（見込）

2,606 2,682 2,757

月間延利用時間
（実績）

3,086

月間実利用者数
（見込）

3 3 3

月間実利用者数
（実績）

7

月間延利用時間
（見込）

800 800 800

月間延利用時間
（実績）

3,398

月間実利用者数
（見込）

19 20 21

月間実利用者数
（実績）

20

月間延利用時間
（見込）

531 559 587

月間延利用時間
（実績）

537

月間実利用者数
（見込）

5 5 6

月間実利用者数
（実績）

6

月間延利用時間
（見込）

77 77 92

月間延利用時間
（実績）

112

月間実利用者数
（見込）

1 1 1

月間実利用者数
（実績）

0

月間延利用時間
（見込）

- - -

月間延利用時間
（実績）

0

1訪問系サービス
進捗・課題等 次年度以降の展望等

進捗・課題等

令和６年度分

重度訪問介護の利用者が増えたことで利用時間が大幅に増加した。介護保険利用
者の障害サービス利用が増えており、全体的に利用量が増えている。

市外の事業所情報を収集するなど、居宅介護等利用希望者に対し適切なサービスを確
保できるような支援体制を検討する。

令和７年度分

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

令和８年度分

計画

↓

実施

活動指標等

②重度訪問介護

③同行援護

④行動援護

⑤重度障害者等
包括支援

その他・
特記事項等

進捗・課題等 次年度以降の展望等

区分

①居宅介護

＊市内/市外の利用の区別なし。
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＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

月間実利用者数
（見込）

205 212 219

月間実利用者数
（実績）

206

月間延利用日数
（見込）

4,510 4,664 4,818

月間延利用日数
（実績）

3,960

月間実利用者数
（見込）

1 1 1

月間実利用者数
（実績）

1

月間延利用日数
（見込）

22 22 22

月間延利用日数
（実績）

8

月間実利用者数
（見込）

29 32 36

月間実利用者数
（実績）

36

月間延利用日数
（見込）

638 704 792

月間延利用日数
（実績）

408

月間実利用者数
（見込）

1 1

月間実利用者数
（実績）

月間実利用者数
（見込）

67 71 76

月間実利用者数
（実績）

70

月間延利用日数
（見込）

1,474 1,562 1,672

月間延利用日数
（実績）

1,212

月間実利用者数
（見込）

15 17 19

月間実利用者数
（実績）

17

月間延利用日数
（見込）

330 374 418

月間延利用日数
（実績）

308

月間実利用者数
（見込）

221 239 259

月間実利用者数
（実績）

216

月間延利用日数
（見込）

4,862 5,258 5,698

月間延利用日数
（実績）

3,477

（２）自立訓練
（機能訓練）

＊「第７期市町村障害福祉計画作成に係る県の考え方」等に基づき、利用日数等を設定していない項目があります。
＊市内/市外の利用の区別なし。

2日中活動系サービス　１／２
進捗・課題等 次年度以降の展望等

進捗・課題等 次年度以降の展望等

令和６年度分

全体的に実利用者が増加している。今後も安定して利用できるよう、利用者の希
望にあった支援をする。

就労支援では、就労選択支援が新しく設置されることで支援の選択肢が広がると予想さ
れる。利用者が希望する支援を受けられるように情報提供していく。

令和７年度分

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

（５）就労移行支
援

令和８年度分

計画

↓

実施

活動指標等

（３）自立訓練
（生活訓練）

（４）就労選択支
援

（６）就労継続支
援（Ａ型）

（７）就労継続支
援（Ｂ型）

その他・
特記事項等

進捗・課題等 次年度以降の展望等

区分

（１）生活介護
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＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

月間実利用者数
（見込）

48 61 77

月間実利用者数
（実績）

29

月間実利用者数
（見込）

11 12 12

月間実利用者数
（実績）

11

月間実利用者数
（見込）

27 28 30

月間実利用者数
（実績）

30

月間延利用日数
（見込）

228 236 253

月間延利用日数
（実績）

238

月間実利用者数
（見込）

1 1 1

月間実利用者数
（実績）

2

月間延利用日数
（見込）

5 5 5

月間延利用日数
（実績）

10

月間実利用者数
（見込）

3 3 3

月間実利用者数
（実績）

2

区分

（８）就労定着支
援

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

2日中活動系サービス　　２／２

＊「第７期市町村障害福祉計画作成に係る県の考え方」等に基づき、利用日数等を設定していない項目があります。
＊市内/市外の利用の区別なし。

一枚目に記載 一枚目に記載

計画

↓

実施

活動指標等

（９）療養介護

（１０）短期入所
（福祉型）

（１０）短期入所
（医療型）

（１１）自立生活
援助

その他・
特記事項等

進捗・課題等 次年度以降の展望等
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＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

月間実利用者数
（見込）

121 131 143

月間実利用者数
（実績）

131

月間実利用者数
（見込）

85 87 88

月間実利用者数
（実績）

85

区分

（１）共同生活援
助（グループ
ホーム）

（２）施設入所支
援

3居住系サービス
進捗・課題等 次年度以降の展望等

進捗・課題等 次年度以降の展望等

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

その他・
特記事項等

＊市内/市外の利用の区別なし。

令和６年度分

共同生活援助（グループホーム）の利用者数は増加している。引き続き、関係機関
と連携し、制度の周知等を行っていく。

居住系サービスのニーズは継続的にあると考えられるため、設立希望の団体等からの相
談には丁寧に対応し、計画との整合性を図りながら、地域においての生活の支援を図
る。

令和７年度分

令和８年度分

計画

↓

実施

活動指標等

進捗・課題等 次年度以降の展望等
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＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

月間実利用者数
（見込）

247 263 280

月間実利用者数
（実績）

226

月間実利用者数
（見込）

1 1 1

月間実利用者数
（実績）

0

月間実利用者数
（見込）

9 9 10

月間実利用者数
（実績）

3

次年度以降の展望等

区分

（１）計画相談支
援

（１）地域移行支
援

4相談支援
進捗・課題等 次年度以降の展望等

進捗・課題等 次年度以降の展望等

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

（１）地域定着支
援

その他・
特記事項等

＊市内/市外の利用の区別なし。

令和６年度分

障害福祉サービス利用者は増加しているが、相談員の不足から計画相談支援利
用者は減少した。セルフプラン率が増加している状況。計画相談支援の利用希望
者を事業所につなげる支援方法を検討を行っていく。

潜在的なニーズも多く、今後も着実に利用が増加していくと考えられるため、関係機関
と連携し、相談支援の充実を目指していく。

令和７年度分

令和８年度分

計画

↓

実施

活動指標等

進捗・課題等
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＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

月間実利用者数
（見込）

317 337 357

月間実利用者数
（実績）

358

月間延利用日数
（見込）

2,618 2,783 2,948

月間延利用日数
（実績）

2,987

月間実利用者数
（見込）

1 1 1

月間実利用者数
（実績）

0

月間延利用日数
（見込）

8 8 8

月間延利用日数
（実績）

0

月間実利用者数
（見込）

448 478 508

月間実利用者数
（実績）

488

月間延利用日数
（見込）

5,071 5,410 5,750

月間延利用日数
（実績）

5,054

月間実利用者数
（見込）

63 76 90

月間実利用者数
（実績）

77

月間延利用日数
（見込）

69 83 99

月間延利用日数
（実績）

89

月間実利用者数
（見込）

1 1 1

月間実利用者数
（実績）

1

月間延利用日数
（見込）

3 3 3

月間延利用日数
（実績）

3

月間実利用者数
（見込）

233 263 296

月間実利用者数
（実績）

227

配置人数（見込） 8 8 8

配置人数（実績） 9

5障害のある児童への支援　　１／２

進捗・課題等 次年度以降の展望等

進捗・課題等 次年度以降の展望等

（２）居宅訪問型児童
発達支援

（４）障害児相談支援
①障害児相談支援

（４）障害児相談支援
②医療的ケア児に関す
る関連分野の支援を調
整するコーディネーター
の配置

進捗・課題等 次年度以降の展望等

区分

（１）障害児通所支援
①児童発達支援

（１）障害児通所支援
②医療型児童発達支
援

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

その他・
特記事項等

＊（３）障害児入所支援は県事業につき目標設定なし。
＊市内/市外の利用の区別なし。

令和６年度分

全体的に前年度と比べると、利用者数及び利用日数ともに増加している傾向が伺える。
セルフプランでの利用も多いため、申請時に児童の状態を聞き取りでしっかり把握する
必要性が高まっている。
（保育課分）障害児の利用希望人数は増加傾向にあり、令和６年度以降においても児童
の受け入れ体制を整えていく必要がある。

障害児のサービス利用量については、今後も増加が見込まれる。必要な支援を適正に利用
してもらうべく、各関係機関と連携し、障害児個人個人にあった支援を検討し、成長にあわ
せ、切れ目のない相談支援体制を整える。児童発達支援センターと協働し、必要な支援が
行えるよう情報収集に努めていく。
（保育課分）障害児のサービス利用量については、年々増加の一途をたどっている。今後、
必要な支援を適正に利用してもらうべく、各関係機関と連携し、障害児個人個人にあった
支援を検討し、成長にあわせ、切れ目のない相談支援体制を整える。

令和７年度分

令和８年度分

計画

↓

実施

活動指標等

（１）障害児通所支援
③放課後等デイサー
ビス

（１）障害児通所支援
④保育所等訪問支援
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（５）障害のある子ども・子育て支援等（教育・保育）

＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

利用希望人数
（実人数）

上段：受入可能人数
下段：受入人数

（実人数）

利用希望人数
（実人数）

上段：受入可能人数
下段：受入人数

（実人数）

利用希望人数
（実人数）

上段：受入可能人数
下段：受入人数

（実人数）

125 109 125 109 125 109

144 149

8 4 8 4 8 4

8 11

52 52 52 52 52 52

74 60

40 40 40 40 40 40

23 23

10 26 10 26 10 26

5 9

- - - - - -

- - - - - -

利用希望人数
（実人数）

上段：受入可能人数
下段：受入人数

（実人数）

利用希望人数
（実人数）

上段：受入可能人数
下段：受入人数

（実人数）

利用希望人数
（実人数）

上段：受入可能人数
下段：受入人数

（実人数）

- - - - - -

- - - - - -

５　特定地域型保育事業

　　　（上記利用実績）

６　認可外（地方単独事業）

　　　（上記利用実績）

令和１１年度

３　放課後児童健全育成事業

　　　（上記利用実績）

４　幼稚園

　　　（上記利用実績）

５　特定地域型保育事業

　　　（上記利用実績）

６　認可外（地方単独事業）

　　　（上記利用実績）

施設名

令和９年度計画

↓

実施

活動指標等

施設名

令和６年度 令和７年度

令和１０年度

　　　（上記利用実績）

１　保育所

　　　（上記利用実績）

２　認定こども園

　　　（上記利用実績）

３　放課後児童健全育成事業

その他・
特記事項等

すべて年間実人数。
「３　放課後児童健全育成事業」…子ども・子育て支援法第５９条に定める当該事業の実人数。
「４　幼稚園」…私学助成の対象である幼稚園を含む。
「５　特定地域型保育事業」…小規模保育、家庭的保育、事業所内保育、居宅訪問型保育。
「６　認可外（地方単独事業）」…地方自治体が一定の基準に基づき運営費支援を行っている認可外保育施設。
※保育所、認定こども園、特定地域型保育事業の受入可能人数は、目安として定めている公立保育所４人/１園、民間保育所２人/
１園、特定地域型保育事業１人/１園に基づいた人数であり、実際には目安を超えて受け入れを行っています。

４　幼稚園

　　　（上記利用実績）

令和８年度

１　保育所

　　　（上記利用実績）

２　認定こども園

　　　（上記利用実績）

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

5障害のある児童への支援　　２／２

進捗・課題等 次年度以降の展望等

一枚目に記載 一枚目に記載
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＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

年間利用件数見込(件) 534 539 543

上記利用実績(件) 502

年間派遣人数見込(人) 625 627 628

上記利用実績(人) 590

年間利用件数見込(件) 10 13 17

上記利用実績(件) 9

年間派遣人数見込(人) 19 24 30

上記利用実績(人) 19

①介護・訓練支援用具
(件)

6 6 7

上記利用実績(件) 11

②自立生活支援用具
(件)

17 18 20

上記利用実績(件) 10

③在宅療養等支援用具
(件)

11 12 13

上記利用実績(件) 12

④情報・意思疎通支援
用具(件)

29 32 35

上記利用実績(件) 22

⑤排せつ管理支援用具
(件)

2,227 2,269 2,311

上記利用実績(件) 2,173

⑥居宅生活動作補助用
具(件)

4 4 5

上記利用実績(件) 2

利用者数見込(人) 85 93 101

上記利用実績(人) 80

延べ利用時間見込(時
間)

17,963 19,653 21,344

上記利用実績(時間) 16,123

進捗・課題等 次年度以降の展望等

進捗・課題等 次年度以降の展望等

令和６年度分

ふれあいスポーツ大会において参加数の増加が見られた。手話通訳者派遣事業について
も見込には達成していないものの、前年度からは増加傾向（利用実績R5：464件→
R6：502件）にある。コミュニケーションやレクリエーションなど今後も継続して事業を
実施していく。

需要を踏まえた適切な事業実施を検討する。

令和７年度分

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

意思疎通支援事
業（手話通訳者
派遣事業）

意思疎通支援事
業（要約筆記派

遣事業）

令和８年度分

計画

↓

実施

活動指標等

日常生活用具給
付等事業

進捗・課題等 次年度以降の展望等

区分

移動支援事業

その他・
特記事項等

＊地域生活支援事業のうち主な事業を掲載。見込み・実績いずれも４月利用分から３月利用分で１年分を原則としている。
＊市内/市外の利用の区別なし。

6地域生活支援事業　１／２
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＊第７期計画は令和６年度から３年度です。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

１日平均実利用者数見込(人) 10 10 10

上記利用実績(人) 11

月間実利用者数見込(人) 11 11 11

上記利用実績(人) 8

ふれあいスポーツ大会
参加人数見込(人)

120 120 120

上記利用実績(人) 131

第７期障害福祉計画等進行管理シート（活動指標）R６～R８

日中一時支援事
業

レクリエーション
活動等支援

その他・
特記事項等

＊地域生活支援事業のうち主な事業を掲載。見込み・実績いずれも４月利用分から３月利用分で１年分を原則としている。
＊市内/市外の利用の区別なし。

一枚目に記載 一枚目に記載

計画

↓

実施

活動指標等

6地域生活支援事業　２／２

進捗・課題等 次年度以降の展望等

区分

地域活動支援セ
ンター事業
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1 

 

 

 

 

日
ひ

ごろより、本市
ほ ん し

の福祉
ふ く し

行 政
ぎょうせい

にご理解
り か い

・ご 協 力
きょうりょく

いただき、ありがとうございます。 

本市
ほ ん し

では、「第
だい

５次
じ

朝霞市
あ さ か し

障害者
しょうがいしゃ

プラン及
およ

び第
だい

６期
き

朝霞市
あ さ か し

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

２期
き

朝霞市
あ さ か し

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」の計画
けいかく

期間
き か ん

が令和
れ い わ

６年
ねん

３月
がつ

末
まつ

で 終 了
しゅうりょう

するため、新
あら

たな計画
けいかく

（第
だい

６次
じ

朝霞市
あ さ か し

障害者
しょうがいしゃ

プラン及
およ

び第
だい

７期
き

朝霞市
あ さ か し

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・第
だい

３期
き

朝霞市
あ さ か し

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

）を

策定
さくてい

いたします。 

このたび、計画
けいかく

を策定
さくてい

するにあたり、障害
しょうがい

のある方
かた

などの実情
じつじょう

やニーズを把握
は あ く

し新
あら

たな

計画
けいかく

に反映
はんえい

させるため、市内
し な い

にお住
す

まいの障 害
しょうがい

のある方
かた

など（他市
た し

の施設
し せ つ

やグループホー

ムに入居
にゅうきょ

している方
かた

を含
ふく

む）を対象
たいしょう

にアンケート調査
ちょうさ

を実施
じ っ し

いたします。 

この調査
ちょうさ

は、無記名
む き め い

でご回答
かいとう

いただきますので、回答
かいとう

された方
かた

が特定
とくてい

されたり、個人
こ じ ん

の

回答
かいとう

内容
ないよう

が明
あき

らかになることはありません。 

また、ご回答
かいとう

いただいた内容
ないよう

は、統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

を 行
おこな

い、計画
けいかく

策定
さくてい

及
およ

び各種
かくしゅ

施策
し さ く

のため

の基礎
き そ

資料
しりょう

としてのみ使用
し よ う

し、その他
た

の目的
もくてき

には一切
いっさい

使用
し よ う

することはありません。 

大変
たいへん

ご多忙
た ぼ う

の折
おり

とは存
ぞん

じますが、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、ご回答
かいとう

くださいますよ

うお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

令和
れ い わ

５年
ねん

２月
がつ

 朝霞市
あ さ か し

長
ちょう

 富岡
とみおか

 勝則
かつのり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第
だい

６次
じ

朝霞市
あ さ か し

障害者
しょうがいしゃ

プラン等
とう

策定
さくてい

に係
かか

る 

アンケート調査
ちょうさ

へのご協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 

【問
と

い合
あ

わせ】 

朝霞 市
あ さ か し

 福 祉部
ふ く し ぶ

 障害
しょうがい

福祉 課
ふ く し か

 障 害
しょうがい

給付 係
きゅうふかかり

 

電 話
で ん わ

 ０４８－４６３－１５９９（直通
ちょくつう

）  FAX ０４８－４６３－１０２５ 

※土日
ど に ち

・祝日
しゅくじつ

を除
のぞ

く、午前
ご ぜ ん

８時
じ

３０分
ぷん

から午後
ご ご

５時
じ

１５分
ふん

まで 

記入上
きにゅうじょう

のお願
ねが

い 

◆ご本人
ほんにん

が直 接
ちょくせつ

回答
かいとう

いただくことが 難
むずか

しい場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

や介助者
かいじょしゃ

の方
かた

が、ご本人
ほんにん

の

意思
い し

を尊重
そんちょう

してお答
こた

えください。 

◆質問
しつもん

への回答
かいとう

方法
ほうほう

は、それぞれの質問
しつもん

文
ぶん

に記載
き さ い

していますので、よく読
よ

んでお答
こた

えくだ

さい。 

◆ご記入
きにゅう

が終
お

わりましたら、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、３月
がつ

１３日
にち

（月
げつ

）までにポスト

に投
とう

かんしてください（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です）。 

◆このアンケート調査
ちょうさ

についてのご質問
しつもん

などは、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

本人用 

1

資料4



 

2 

● お答
こた

えいただく方
かた

について 
 

問
とい

１ お答
こた

えいただくのは、どなたですか。（○は１つ） 

１ 本人
ほんにん

（この調査票
ちょうさひょう

が郵送
ゆうそう

された方
かた

） 

２ 本人
ほんにん

の家族
か ぞ く

 

３ 家族
か ぞ く

以外
い が い

の介助者
かいじょしゃ

 

 

 

１ あなたご自身
じ し ん

のことについて 

※「あなた」とは、調査票
ちょうさひょう

が届
とど

いた人
ひと

のことをいいます。 

 

問
とい

２ あなたの年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。 

年齢
ねんれい

（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 満
まん

（  歳
さい

）（令和
れ い わ

５年
ねん

１月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 

 

問
とい

３ あなたは、現在
げんざい

、どのように暮
く

らしていますか。（○は１つ） 

１ 一人
ひ と り

で暮
く

らしている 

２ 家族
か ぞ く

と暮
く

らしている 

３ グループホームで暮
く

らしている 

４ 障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している 

５ 高齢者
こうれいしゃ

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している 

６ 病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

している 

７ その他
た

（       ） 

 

【問
とい

３で「家族
か ぞ く

と暮
く

らしている」と回答
かいとう

した方
かた

にお 伺
うかが

いします。】 

問
とい

３－１ 一緒
いっしょ

に暮
く

らしている人
ひと

は、どなたですか。（○はいくつでも） 

１ 配偶者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

または妻
つま

） 

２ 子
こ

ども（子
こ

どもの配偶者
はいぐうしゃ

も含
ふく

む） 

３ 父
ちち

、母
はは

 

４ 祖父
そ ふ

、祖母
そ ぼ

 

５ 兄 弟
きょうだい

、姉妹
し ま い

 

６ その他
た

の親
しん

せき 

７ その他
た

（    ） 
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問
とい

４ あなたは、今
こん

後
ご

３年
ねん

以内
い な い

に、どのように暮
く

らしたいですか。（○は１つ） 

１ 一人暮
ひ と り ぐ

らしをしたい 

２ 家族
か ぞ く

と暮
く

らしたい 

３ グループホームで暮
く

らしたい 

４ 障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

で暮
く

らしたい 

５ 高齢者
こうれいしゃ

施設
し せ つ

で暮
く

らしたい 

６ その他
た

（       ） 

 

 

２ あなたの障害
しょうがい

の 状 況
じょうきょう

について 
 

問
とい

５ あなたは、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も

っていますか。（○は１つ） 

 

１ 持
も

っている ２ 持
も

っていない 

 

 

 

 

 

 

 

  

問
とい

５－１へ 問
とい

６へ 

3
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【問
とい

５で「障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

」を持
も

っていると回答
かいとう

した方
かた

にお 伺
うかが

いします。】 

問
とい

５－１ あなたがお持
も

ちの障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の種類
しゅるい

と障害
しょうがい

の程度
て い ど

をお答
こた

えください。 

（あてはまる障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

と障害
しょうがい

の程度
て い ど

に○を付
つ

けてください。） 

 

【障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

の種類
しゅるい

】 
 

 

 

 

 

 

【障害
しょうがい

の程度
て い ど

】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問
とい

５－１で「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

」を持
も

っていると回答
かいとう

した方
かた

にお 伺
うかが

いします。】 

問
とい

５－２ 障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

をお答
こた

えください。（○はいくつでも） 

１ 視覚
し か く

障害
しょうがい

 

２ 聴覚
ちょうかく

または平衡
へいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

 

３ 音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

 

４ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

） 

５ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（下肢
か し

） 

６ 肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（体
たい

幹
かん

） 

７ 内部
な い ぶ

障害
しょうがい

（１～６以外
い が い

） 

 

 

  

 １ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ２ 療育
りょういく

手帳
てちょう

 
３ 精神

せいしん

障害者
しょうがいしゃ

 

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

１ １ 級
きゅう

 

２ ２ 級
きゅう

 

３ ３ 級
きゅう

 

４ ４ 級
きゅう

 

５ ５ 級
きゅう

 

６ ６ 級
きゅう

 

１ ○A  

２ A 

３ B 

４ C 

１ １ 級
きゅう

 

２ ２ 級
きゅう

 

３ ３ 級
きゅう

 

問
とい

５－２へ 問
とい

６へ 問
とい

６へ 

4
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問
とい

６ あなたは、難 病
なんびょう

（指定
し て い

難 病
なんびょう

）の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つ） 

１ 受
う

けている ２ 受
う

けていない 

※ 難 病
なんびょう

（指定
し て い

難 病
なんびょう

）とは、筋委
き ん い

縮性
しゅくせい

側索
そくさく

硬化症
こうかしょう

（ＡＬＳ）やパーキンソン 病
びょう

などの

治療法
ちりょうほう

が確立
かくりつ

していない疾病
しっぺい

その他
た

の特殊
とくしゅ

な疾
しっ

病
ぺい

をいいます。 

 

問
とい

７ あなたは、発達
はったつ

障害
しょうがい

であると診断
しんだん

をされたことがありますか。（○は１つ） 

１ ある ２ ない 

※発達
はったつ

障害
しょうがい

とは、自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

、

注意欠陥
ちゅういけっかん

多動
た ど う

性
せい

障害
しょうがい

などをいいます。 

 

問
とい

８ あなたは、高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

であると診断
しんだん

をされたことがありますか。（○は１つ） 

１ ある ２ ない 

※高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

とは、交通
こうつう

事故
じ こ

や脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

などの病気
びょうき

で脳
のう

に 損傷
そんしょう

を受
う

けた

後遺症
こういしょう

として、記憶力
きおくりょく

や 注
ちゅう

意力
いりょく

の低下
て い か

などの 症 状
しょうじょう

が 現
あらわ

れ、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

において、支障
ししょう

をきたす障害
しょうがい

で、外見
がいけん

からは分
わ

かりにくく、自覚
じ か く

できない場合
ば あ い

もある

ため、「見
み

えない障害
しょうがい

」とも言
い

われています。 

 

問
とい

９ あなたは、遷延性
せんえんせい

意識
い し き

障害
しょうがい

の状態
じょうたい

にありますか。（○は１つ） 

１ ある ２ ない 

※遷延性
せんえんせい

意識
い し き

障害
しょうがい

とは、交通
こうつう

事故
じ こ

や脳
のう

血管
けっかん

疾患
しっかん

等
とう

により、脳
のう

に損傷
そんしょう

を受
う

けた後
あと

、 自
みずか

ら

の意思
い し

と能力
のうりょく

では、食事
し ょく じ

・排泄
はいせつ

・会話
か い わ

等
とう

ができない状態
じょうたい

が３か月
げつ

以上
いじょう

続
つづ

き、生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に介助
かいじょ

を必要
ひつよう

とする重複
じゅうふく

生活
せいかつ

行動
こうどう

障害
しょうがい

です。 

 

問
とい

10 あなたが現在
げんざい

の障害
しょうがい

の状態
じょうたい

になったのはいつごろですか。（○は１つ） 

１ 出 生
しゅっしょう

時
じ

（出 生 前
しゅっしょうまえ

を含
ふく

む） 

２ ０～５歳
さい

 

３ 6～15歳
さい

 

４ 16～18歳
さい

 

５ 19～29歳
さい

 

６ 30～39歳
さい

 

７ 40～49歳
さい

 

８ 50～59歳
さい

 

９ 60～69歳
さい

 

10 70歳
さい

以上
いじょう

 

11 わからない 
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３ あなたの介助
かいじょ

について 

 

問
とい

11 日常
にちじょう

生活
せいかつ

で、次
つぎ

のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答
こた

えく

ださい。（①から⑩についてそれぞれ○は１つ） 

項目
こうもく

 
一人
ひ と り

で 

できる 

一部
い ち ぶ

（時々
ときどき

）

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

 

全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が 

必要
ひつよう

 

① 食事
しょくじ

 １ ２ ３ 

② トイレ １ ２ ３ 

③ 入浴
にゅうよく

 １ ２ ３ 

④ 衣服
い ふ く

の着 脱
ちゃくだつ

 １ ２ ３ 

⑤ 身
み

だしなみ １ ２ ３ 

⑥ 家
いえ

の中
なか

の移動
い ど う

 １ ２ ３ 

⑦ 外 出
がいしゅつ

 １ ２ ３ 

⑧ 家族
か ぞ く

以外
い が い

の人
ひと

との意思
い し

疎通
そ つ う

 １ ２ ３ 

⑨ お金
かね

の管理
か ん り

 １ ２ ３ 

⑩ 薬
くすり

の管理
か ん り

 １ ２ ３ 

 

【問
とい

11 の各項目
かくこうもく

において「一部
い ち ぶ

（時々
ときどき

）介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」または「全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

」と回答
かいとう

した

項目
こうもく

があった方
かた

にお 伺
うかが

いします。】 

問
とい

11－１ あなたを介助
かいじょ

してくれる方
かた

は主
おも

にどなたですか。（○は１つ） 

１ 父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄 弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

 

２ 配偶者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

または妻
つま

） 

３ 子
こ

ども（子
こ

どもの配偶者
はいぐうしゃ

も含
ふく

む） 

４ その他
た

の親
しん

せき 

５ ホームヘルパーや施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

６ その他
た

の人
ひと

（ボランティアなど） 

 

【問
とい

11－１で「父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄 弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

」、「配偶者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

または妻
つま

）」または「子
こ

ども（子
こ

どもの

配偶者
はいぐうしゃ

も含
ふく

む）」と回答
かいとう

した方
かた

にお 伺
うかが

いします。】 

問
とい

11－２ 主
おも

にあなたを介助
かいじょ

してくれる方
かた

の年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。 

年齢
ねんれい

（数字
す う じ

を記入
きにゅう

） 満
まん

（  歳
さい

）（令和
れ い わ

５年
ねん

１月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

） 
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４ 日中
にっちゅう

活動
かつどう

や就労
しゅうろう

について 
 

問
とい

12 あなたが、外 出
がいしゅつ

する際
さい

の主
おも

な同伴者
どうはんしゃ

はどなたですか。（○は１つ） 

１ 父母
ふ ぼ

・祖父母
そ ふ ぼ

・兄 弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

 

２ 配偶者
はいぐうしゃ

（ 夫
おっと

または妻
つま

） 

３ 子
こ

ども（子
こ

どもの配偶者
はいぐうしゃ

も含
ふく

む） 

４ その他
た

の親
しん

せき 

５ ホームヘルパーや施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

６ その他
た

の人
ひと

（ボランティアなど） 

７ 一人
ひ と り

で外 出
がいしゅつ

する 

８ ほとんど外 出
がいしゅつ

しない 

 

問
とい

13 あなたが外 出
がいしゅつ

する際
さい

、困
こま

ることは何
なん

ですか。（○はいくつでも） 

１ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

（電車
でんしゃ

やバスなど）が少
すく

ない（ない）または駅
えき

・バス停
てい

が遠
とお

い 

２ 電車
でんしゃ

やバスの乗
の

り降
お

りが困難
こんなん

 

３ 道路
ど う ろ

や駅
えき

に階段
かいだん

や段差
だ ん さ

が多
おお

い 

４ 電車
でんしゃ

やバスの料金
りょうきん

の支払
し は ら

い方
かた

、乗
の

り換
か

えの方法
ほうほう

がわかりにくい 

５ 外出先
がいしゅつさき

の建物
たてもの

の設備
せ つ び

が不便
ふ べ ん

（通路
つ う ろ

、トイレ、エレベーターなど） 

６ 介助者
かいじょしゃ

が確保
か く ほ

できない 

７ 外 出
がいしゅつ

にお金
かね

がかかる 

８ 周囲
しゅうい

の目
め

が気
き

になる 

９ 発作
ほ っ さ

など突然
とつぜん

の身体
しんたい

の変化
へ ん か

が心配
しんぱい

 

10 新型
しんがた

コロナウイルスの感染
かんせん

対策
たいさく

 

 

問
とい

14 あなたは、日中
にっちゅう

、主
おも

にどのように過
す

ごしていますか。（○は１つ） 

１ 学校
がっこう

などに通
かよ

っている 

２ 働
はたら

いている 

（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

A型
がた

・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

B型
がた

、地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター・ 

生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

（生産
せいさん

活動
かつどう

を 行
おこな

っている場合
ば あ い

）なども含
ふく

む） 

３ 病 院
びょういん

やデイサービスセンター、地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター・生活
せいかつ

介護
か い ご

などに通
かよ

い、 

訓練
くんれん

・介護
か い ご

（入浴
にゅうよく

等
とう

）を受
う

けている 

４ 入 院
にゅういん

・入所
にゅうしょ

している病 院
びょういん

・施設
し せ つ

などで過
す

ごしている 

５ 自宅
じ た く

にいることが多
おお

い 

６ その他
た

（       ） 
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【問
とい

14 で「２ 働
はたら

いている」と回答
かいとう

した方
かた

にお 伺
うかが

いします。】 

問
とい

14－１ 仕事
し ご と

の形態
けいたい

は次
つぎ

のどれですか。（○は１つ） 

１ 一般
いっぱん

雇用
こ よ う

 正社員
せいしゃいん

 

２ 一般
いっぱん

雇用
こ よ う

 正社員
せいしゃいん

以外
い が い

 

３ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

（障害者
しょうがいしゃ

枠
わく

等
とう

） 正社員
せいしゃいん

 

４ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

（障害者
しょうがいしゃ

枠
わく

等
とう

） 正社員
せいしゃいん

以外
い が い

 

５ 自営業
じえいぎょう

 

６ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 A型
がた

 

７ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 B型
がた

 

８ 生活
せいかつ

介護
か い ご

（生産
せいさん

活動
かつどう

） 

９ その他
た

（   ） 

 

 

【問
とい

14 で「２ 働
はたら

いている」と回答
かいとう

した方
かた

にお 伺
うかが

いします。】 

問
とい

14－２ 仕事
し ご と

をするうえで不安
ふ あ ん

・不満
ふ ま ん

に思
おも

ったことがありますか。（○はいくつでも） 

１ 収 入
しゅうにゅう

が少
すく

ない 

２ 仕事
し ご と

がむずかしい 

３ 仕事
し ご と

がきつい 

４ 自分
じ ぶ ん

にあった内容
ないよう

の仕事
し ご と

がない 

５ 職場
しょくば

の人間
にんげん

関係
かんけい

がむずかしい 

６ 職場
しょくば

での立場
た ち ば

が不安定
ふ あ ん て い

 

７ トイレなど障害者用
しょうがいしゃよう

の施設
し せ つ

が十 分
じゅうぶん

でない 

８ 昇 給
しょうきゅう

や昇進
しょうしん

が平 等
びょうどう

ではない 

９ 通勤
つうきん

が大変
たいへん

 

10 特
とく

に不安
ふ あ ん

・不満
ふ ま ん

、困
こま

ったことはない 

11 その他
た

（      ） 

 

 
問
とい

15 あなたは、障害
しょうがい

のある人
ひと

が仕事
し ご と

をするために、どのような支援
し え ん

が必要
ひつよう

だと思
おも

いま

すか。（○はいくつでも） 

１ 通勤
つうきん

手段
しゅだん

の確保
か く ほ

 

２ 勤務
き ん む

場所
ば し ょ

におけるバリアフリー等
とう

の配慮
はいりょ

 

３ 短時間
た ん じ か ん

勤務
き ん む

や勤務
き ん む

日数
にっすう

の配慮
はいりょ

 

４ 在宅
ざいたく

勤務
き ん む

の拡充
かくじゅう

 

５ 職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

などに障害
しょうがい

への理解
り か い

があること 

６ 職場
しょくば

で介助
かいじょ

や援助
えんじょ

等
とう

が受
う

けられること 

７ 就労後
しゅうろうご

のフォローなど職場
しょくば

と支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

８ 企業
きぎょう

ニーズに合
あ

った就労
しゅうろう

訓練
くんれん

 

９ 仕事
し ご と

についての職場外
しょくばがい

での相談
そうだん

対応
たいおう

、支援
し え ん

 

10 障害
しょうがい

に関
かん

する専門性
せんもんせい

の高
たか

い機関
き か ん

などによる支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

11 その他
た

（       ） 
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５ 生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

・社会
しゃかい

参加
さ ん か

について 
 

問
とい

16 あなたは、普段
ふ だ ん

、悩
なや

みごとや困
こま

ったことがあるとき、どなたに相談
そうだん

していますか。 

（○はいくつでも） 

１ 家族
か ぞ く

や親
しん

せき 

２ 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

３ 近所
きんじょ

の人
ひと

 

４ 職場
しょくば

の上司
じょうし

や同僚
どうりょう

 

５ 施設
し せ つ

の指導員
し ど う い ん

などの通所
つうしょ

事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

 

６ ホームヘルパーなどの訪問
ほうもん

サービス事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

 

７ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や家族会
か ぞ く か い

 

８ かかりつけ医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

９ 病 院
びょういん

のケースワーカーや介護
か い ご

保険
ほ け ん

のケアマネジャー 

10 民生
みんせい

委員
い い ん

児童
じ ど う

委員
い い ん

 

11 学校
がっこう

の先生
せんせい

 

12 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

 

13 市
し

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

、ケースワーカー 

14 その他
た

（       ） 

15 相談
そうだん

できる人
ひと

はいない 
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問
とい

17 あなたは障害
しょうがい

のことや福祉
ふ く し

サービスなどに関
かん

する情報
じょうほう

をどこから知
し

ることが多
おお

いで

すか。（○はいくつでも） 

１ 本
ほん

や新聞
しんぶん

、雑誌
ざ っ し

の記事
き じ

、テレビやラジオのニュース 

２ 市
し

役所
やくしょ

の広報紙
こ う ほ う し

 

３ インターネット 

４ ＳＮＳ（LINE・Facebook・Twitter など） 

５ 家族
か ぞ く

や親
しん

せき、友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

 

６ サービス事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

や施設
し せ つ

職員
しょくいん

 

７ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

や家族会
か ぞ く か い

（団体
だんたい

の機関誌
き か ん し

など） 

８ かかりつけ医師
い し

や看護師
か ん ご し

 

９ 病 院
びょういん

のケースワーカーや介護
か い ご

保険
ほ け ん

のケアマネジャー 

10 民生
みんせい

委員
い い ん

児童
じ ど う

委員
い い ん

 

11 学校
がっこう

の先生
せんせい

 

12 相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

などの相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

13 市
し

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

 

14 その他
た

（       ） 

 

問
とい

18 あなたは、現在
げんざい

や今後
こ ん ご

の生活
せいかつ

で不安
ふ あ ん

に思
おも

っていることはありますか。 

（○はいくつでも） 

１ 生活費
せ い か つ ひ

について 

２ 障害
しょうがい

や病気
びょうき

のこと 

３ 介助
かいじょ

してくれる人
ひと

について 

４ 親
おや

の高齢化
こ う れ い か

について 

５ 家事
か じ

など日常
にちじょう

生活
せいかつ

のこと 

６ 就 職
しゅうしょく

・仕事
し ご と

について 

７ 進学
しんがく

・学校
がっこう

生活
せいかつ

について 

８ 住宅
じゅうたく

・生活
せいかつ

の場所
ば し ょ

について 

９ 恋愛
れんあい

や結婚
けっこん

に関
かん

すること 

10 災害
さいがい

・犯罪
はんざい

に関
かん

すること 

11 話
はな

し相手
あ い て

に関
かん

すること 

12 情報
じょうほう

収 集
しゅうしゅう

に関
かん

すること 

13 学校
がっこう

・職場
しょくば

などの人間
にんげん

関係
かんけい

に関
かん

すること 

14 家族
か ぞ く

や地域
ち い き

との関係
かんけい

に関
かん

すること 

15 特
とく

に不安
ふ あ ん

はない 

16 わからない 

17 その他
た

（      ） 
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問
とい

19 あなたの現在
げんざい

行
おこな

っている活動
かつどう

、また、今後
こ ん ご

したい活動
かつどう

は何
なん

ですか。 

（それぞれ○はいくつでも） 

 現在
げんざい

行
おこな

っている

活動
かつどう

 
今後
こ ん ご

したい活動
かつどう

 

① スポーツやレクリエーション   

② 旅行
りょこう

   

③ 買
か

い物
もの

   

④ ボランティア活動
かつどう

   

⑤ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

の活動
かつどう

   

⑥ 趣味
し ゅ み

などのサークル活動
かつどう

   

⑦ 講座
こ う ざ

や講演会
こうえんかい

などへの参加
さ ん か

   

⑧ 地域
ち い き

の行事
ぎょうじ

やお 祭
まつり

   

⑨ 文化
ぶ ん か

、芸 術
げいじゅつ

、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

   

⑩ 活動
かつどう

していない、活動
かつどう

したくない   

⑪ その他
た

（       ）   

 

問
とい

20 あなたは、今後
こ ん ご

も朝霞市
あ さ か し

に暮
く

らし続
つづ

けたいですか。（○は１つ） 

１ はい ２ いいえ ３ わからない 
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６ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等
とう

の利用
り よ う

について 

 

問
とい

21 あなたは次
つぎ

のサービスを利用
り よ う

していますか。また、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したいと思
おも

いますか。

（項目
こうもく

ごとに 1～4 のうち、１つに〇を付
つ

けてください） 

※各
かく

サービスの内容
ないよう

については巻末
かんまつ

（Ｐ20～）の「朝霞市
あ さ か し

 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス及
およ

び地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 一覧
いちらん

」をご覧
らん

ください。 

 
現在
げんざい

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

と今後
こ ん ご

３年
ねん

以内
い な い

の利用
り よ う

意向
い こ う

 

現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り

よ

う

し
て
お
り
、 

今
後

こ

ん

ご

も
利
用

り

よ

う

し
た
い 

現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り

よ

う

し
て
い
る
が
、 

今
後

こ

ん

ご

は
利
用

り

よ

う

し
な
い 

現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り

よ

う

し
て
い
な
い
が
、 

３
年 ね

ん

以
内

い

な

い

に
は
利
用

り

よ

う

し
た
い 

現
在

げ
ん
ざ
い

利
用

り

よ

う

し
て
お
ら
ず
、 

今
後

こ

ん

ご

も
利
用

り

よ

う

し
な
い 

【障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス】 

① 居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ） １ ２ ３ ４ 

② 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 １ ２ ３ ４ 

③ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 １ ２ ３ ４ 

④ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） １ ２ ３ ４ 

⑤ 自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 １ ２ ３ ４ 

⑥ 同行
どうこう

援護
え ん ご

 １ ２ ３ ４ 

⑦ 行動
こうどう

援護
え ん ご

 １ ２ ３ ４ 

⑧ 生活
せいかつ

介護
か い ご

 １ ２ ３ ４ 

⑨ 療養
りょうよう

介護
か い ご

 １ ２ ３ ４ 

⑩ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（グループホーム） １ ２ ３ ４ 

⑪ 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 １ ２ ３ ４ 

⑫ 自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

） １ ２ ３ ４ 
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⑬ 自立
じ り つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） １ ２ ３ ４ 

⑭ 宿泊型
しゅくはくがた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

 １ ２ ３ ４ 

⑮ 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 １ ２ ３ ４ 

⑯ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（Ａ型
がた

） １ ２ ３ ４ 

⑰ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

（B型
がた

） １ ２ ３ ４ 

⑱ 就労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
し え ん

 １ ２ ３ ４ 

⑲ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 １ ２ ３ ４ 

⑳ 地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

・地域
ち い き

定 着
ていちゃく

支援
し え ん

 １ ２ ３ ４ 

【地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

】 

㉑ 障害者
しょうがいしゃ

理解
り か い

促進
そくしん

研修
けんしゅう

・啓発
けいはつ

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

㉒ 相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

（一般的
いっぱんてき

な相談
そうだん

）※ １ ２ ３ ４ 

㉓ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

㉔ 手話通
し ゅ わ つ う

訳者
やくしゃ

等
とう

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

㉕ 要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

派遣
は け ん

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

㉖ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

㉗ 移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

㉘ 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

㉙ 日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 １ ２ ３ ４ 

 

※朝霞市
あ さ か し

では、はあとぴあ障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

センターで実施
じ っ し

しています。 
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７ 権利
け ん り

擁護
よ う ご

について 
 

問
とい

22 あなたは、「障害者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センター」をご存
ぞん

じですか。（○は１つ） 

１ 知
し

っている ２ 知
し

らない 

※朝霞市
あ さ か し

では、障害
しょうがい

福祉課内
ふ く し か な い

に障害者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センターを設置
せ っ ち

し、障害
しょうがい

のある人
ひと

へ

の虐 待
ぎゃくたい

についての相談
そうだん

、通報
つうほう

等
とう

を受
う

けており、関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

により解決
かいけつ

に努
つと

め

ています。 

 

問
とい

23 あなたは、「障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

」をご存
ぞん

じですか。（○は１つ） 

１ 知
し

っている ２ 知
し

らない 

※障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

は、国
くに

や市区
し く

町村
ちょうそん

などの行 政
ぎょうせい

機関
き か ん

や、会社
かいしゃ

やお店
みせ

などの民間事
み ん か ん じ

業者
ぎょうしゃ

における「障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

」を解消
かいしょう

するために制定
せいてい

された法律
ほうりつ

です。

障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、すべての人
ひと

がお互
たが

いの人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

し合
あ

いなが

ら、共
とも

に生
い

きる社会
しゃかい

をつくることを目指
め ざ

しています。 

 

問
とい

24 あなたは、障害
しょうがい

があることで差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをする（した）ことがありますか。 

（○は１つ） 

１ ある ２ 少
すこ

しある ３ ない 

 

【問
とい

24 で「ある」または「少
すこ

しある」と回答
かいとう

した方
かた

にお 伺
うかが

いします。】 

問
とい

24－１ どのような場所
ば し ょ

で差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをしましたか。（○はいくつでも） 

１ 学校
がっこう

等
とう

 

２ 公共
こうきょう

施設
し せ つ

 

３ 仕事場
し ご と ば

 

４ 仕事
し ご と

を探
さが

すとき 

５ 外出先
がいしゅつさき

 

６ 余暇
よ か

を楽
たの

しむとき 

７ 病 院
びょういん

などの医療
いりょう

機関
き か ん

 

８ 住
す

んでいる地域
ち い き

 

９ その他
た

（      ） 
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問
とい

25 あなたは、「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

」をご存
ぞん

じですか。（○は１つ） 

１ 名前
な ま え

も内容
ないよう

も知
し

っている 

２ 名前
な ま え

を聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

は知
し

らない 

３ 名前
な ま え

も内容
ないよう

も知
し

らない 

※成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

とは、認知症
にんちしょう

、知的
ち て き

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

などの理由
り ゆ う

で判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な方々
かたがた

を保護
ほ ご

し、生活
せいかつ

や財産
ざいさん

管理
か ん り

などについて支援
し え ん

するための制度
せ い ど

です。 

 

問
とい

26 「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

」の利用
り よ う

について（○は１つ） 

１ 利用
り よ う

している 

２ 現在
げんざい

は利用
り よ う

していないが、今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい 

３ 利用
り よ う

したくない 

 

問
とい

27 あなたは、 自
みずか

らの意思
い し

が反映
はんえい

された生活
せいかつ

を送
おく

ることができるように、物事
ものごと

を決
き

め

るための手伝
て つ だ

いが必要
ひつよう

だと感
かん

じることはありますか。（○は１つ） 

１ ある 

２ たまにある 

３ あまりない 

４ ない 

５ わからない 

 

 

 

８ 災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

等
とう

について 

 

問
とい

28 あなたは、地震
じ し ん

や水害
すいがい

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できますか。（○は１つ） 

１ できる ２ できない ３ わからない 

 

問
とい

29 家族
か ぞ く

が不在
ふ ざ い

の場合
ば あ い

や一人暮
ひ と り ぐ

らしの場合
ば あ い

、近所
きんじょ

にあなたを助
たす

けてくれる人
ひと

はいますか。

（○は１つ） 

１ いる ２ いない ３ わからない 

 

  

15



 

16 

問
とい

30 地震
じ し ん

や水害
すいがい

等
とう

の災害
さいがい

時
じ

に困
こま

ることは何
なん

ですか。（○はいくつでも） 

１ 投薬
とうやく

治療
ちりょう

が受
う

けられない 

２ 補
ほ

装具
そ う ぐ

の使用
し よ う

が困難
こんなん

になる 

３ 補
ほ

装具
そ う ぐ

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

の入手
にゅうしゅ

ができなくなる 

４ 救助
きゅうじょ

を求
もと

めることができない 

５ 安全
あんぜん

なところまで、迅速
じんそく

に避難
ひ な ん

することができない 

６ 被害
ひ が い

状 況
じょうきょう

、避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

などの情報
じょうほう

が入手
にゅうしゅ

できない 

７ 周囲
しゅうい

とコミュニケーションがとれない 

８ 避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

の設備
せ つ び

（トイレなど）や生活
せいかつ

環 境
かんきょう

が不安
ふ あ ん

 

９ その他
た

（       ） 

10 特
とく

にない 

 

問
とい

31 市
し

が実施
じ っ し

する避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
よ う し え ん し ゃ

台 帳
だいちょう

（※）登録
とうろく

制度
せ い ど

について（○は１つ） 

１ 登録
とうろく

している 

２ 現在
げんざい

は登録
とうろく

していないが、今後
こ ん ご

登録
とうろく

したい 

３ 登録
とうろく

したくない 

４ わからない 

※避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
よ う し え ん し ゃ

台 帳
だいちょう

とは、災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

をする際
さい

、在宅
ざいたく

で支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする方
かた

（避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
よ う し え ん し ゃ

）のうち、登録
とうろく

を届出
とどけで

された方
かた

のみが記載
き さ い

されるもので、避難
ひ な ん

支援
し え ん

や安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

のため、避難
ひ な ん

支援者
し え ん し ゃ

に提
てい

供
きょう

し活用
かつよう

されるものです。 
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９ 朝霞市
あ さ か し

のまちづくりについて 
 

問
とい

32 障害
しょうがい

のある人
ひと

の住
す

みやすいまちづくりについて、①から㉔のそれぞれについて、

「満足度
ま ん ぞ く ど

」と「今後
こ ん ご

の重要性
じゅうようせい

」の両方
りょうほう

にお答
こた

えください。（番号
ばんごう

に○） 

 

 満足度
ま ん ぞ く ど

 今後
こ ん ご

の重要性
じゅうようせい

 

満
足

ま
ん
ぞ
く 

普
通

ふ

つ

う 

不
満

ふ

ま

ん 

重
要

じ
ゅ
う
よ
う 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

重
要

じ
ゅ
う
よ
う

で
は
な
い 

① 障害
しょうがい

のある人
ひと

への理解
り か い

を進
すす

めるための

教育
きょういく

や広報
こうほう

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

② 地域
ち い き

で社会
しゃかい

福祉
ふ く し

活動
かつどう

を推進
すいしん

するための

拠点
きょてん

となる施設
し せ つ

の整備
せ い び

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

③ 福祉
ふ く し

・保健
ほ け ん

・医療
いりょう

の連携
れんけい

による在宅
ざいたく

サー

ビスの充実
じゅうじつ

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

④ 重度
じゅうど

の障害
しょうがい

のある人
ひと

のための入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

の整備
せ い び

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑤ グループホームなど地域
ち い き

での生活
せいかつ

の場
ば

の整備
せ い び

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑥ リハビリ・生活
せいかつ

訓練
くんれん

・ 職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

などの

通所
つうしょ

施設
し せ つ

の整備
せ い び

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑦ 障害
しょうがい

のある人
ひと

のための教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 １ ２ ３ １ ２ ３ 

⑧ 働
はたら

く場
ば

の確保
か く ほ

 １ ２ ３ １ ２ ３ 

⑨ 参加
さ ん か

しやすい余暇
よ か

活動
かつどう

の援助
えんじょ

や施設
し せ つ

の

整備
せ い び

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑩ 障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

が交流
こうりゅう

する場
ば

の

充実
じゅうじつ

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑪ 障害
しょうがい

のある人
ひと

に配慮
はいりょ

した道路
ど う ろ

・建物
たてもの

・駅
えき

などの整備
せ い び

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 
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⑫ 障害
しょうがい

のある人
ひと

のための住
す

まいの確保
か く ほ

・

供 給
きょうきゅう

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑬ 災害
さいがい

時
じ

における避難
ひ な ん

誘導
ゆうどう

体制
たいせい

の確立
かくりつ

と

訓練
くんれん

の実施
じ っ し

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑭ 悪質
あくしつ

商法
しょうほう

などの消費者
しょうひしゃ

トラブルから

障害
しょうがい

のある人
ひと

を守
まも

るための相談
そうだん

や支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑮ 福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

の専門的
せんもんてき

な人材
じんざい

の確保
か く ほ

・養成
ようせい

 １ ２ ３ １ ２ ３ 

⑯ 福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

手続
てつづき

の電子
で ん し

化
か

・スピ

ード化
か

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑰ 障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

する相談
そうだん

窓口
まどぐち

の一本化
いっ ぽんか

や

相談
そうだん

機能
き の う

の充実
じゅうじつ

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑱ ボランティアの育成
いくせい

とネットワーク化
か

 １ ２ ３ １ ２ ３ 

⑲ 障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する差別
さ べ つ

解消
かいしょう

及
およ

び

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

⑳ 保育所
ほ い く し ょ

等
とう

での障害児
しょうがいじ

療育
りょういく

の推進
すいしん

 １ ２ ３ １ ２ ３ 

㉑ 障害
しょうがい

の種類
しゅるい

・程度
て い ど

に応
おう

じた手段
しゅだん

を選択
せんたく

で

きる環境
かんきょう

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

㉒ 生活
せいかつ

している地域
ち い き

にかかわらず等
ひと

しく

情報
じょうほう

を得
え

ることができる 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

㉓ 障害
しょうがい

のあるなしにかかわらず、同
おな

じ

情報
じょうほう

を同
おな

じタイミングで取得
しゅとく

できる 
１ ２ ３ １ ２ ３ 

㉔ 高度
こ う ど

情報
じょうほう

通信
つうしん

ネットワークの利用
り よ う

・情報
じょうほう

通信
つうしん

技術
ぎじゅつ

の活用
かつよう

 
１ ２ ３ １ ２ ３ 
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質問
しつもん

は以上
いじょう

となります。最後
さ い ご

に、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスやご自分
じ ぶ ん

の生活上
せいかつじょう

のこと、その

他
ほか

朝霞市
あ さ か し

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

全般
ぜんぱん

について、何
なに

かご意見
い け ん

がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 忙
いそが

しい中
なか

、ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

なお、ご記入
きにゅう

が終
お

わりました調査票
ちょうさひょう

は、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れて、 

３月
がつ

１３日
にち

（月
げつ

）までにポストに投
と う

かんしてください（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です）。 

19


